
 
大
教
殿
大
屋
根
改
修
工
事 

特
別
奉
進
の
お
願
い 

い
つ
も
な
が
ら
神
理
教
の
神
々
に
御
崇
敬
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
方
の
心
の
拠
り
所
で
あ
る
、
本
院
大
教
殿
は
本
年
を
以
っ
て
「
壱
百
年
」
の
慶

事
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
雨
漏
り
な
ど
の
不
具
合
が
頻
繁

に
起
こ
り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
状
態
を
鑑
み
て
、
平
成
二
十
九

年
四
月
に
「
大
教
殿
大
屋
根
改
修
建
設
委
員
会
」
を
発
足
し
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。
責
任
役
員
・
建
設
委
員
会
は
審
議
を
重
ね
、
本
教
議
会
に
御
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
壱
百
年
を
機
に
教
師
信
徒
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
し
と
の
決
議
に

い
た
り
ま
し
た
。 

教
師
信
徒
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
合
計
壱
万
八
千
円
以
上
の
特
別
奉
進
金
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
尚
、
奉
進
は
分
割
で
六
回
の
方
法
、
も

し
く
は
、
ご
要
望
の
分
割
回
数
で
も
結
構
で
す
。 

今
年
の
八
月
を
初
回
と
し
、
二
月
と
八
月
に
特
別
奉
進
金
を
お
納
め
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
期
間
は
三
年
間
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
か
ら
令
和
三
年
（
二
〇
二

二
年
）
ま
で
で
す
。 

特
別
奉
進
金
は
、
春
秋
大
祭
の
奉
進
帳
と
は
別
に
ご
奉
仕
く
だ
さ
い
。 

皆
様
全
員
の
大
教
殿
で
す
。
大
屋
根
改
修
を
一
丸
と
な
っ
て
果
た
す
事
は
、
尊
い

御
神
霊
を
輝
か
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
神
理
教
発
展
の
源
と
成
る
べ
く
、
皆
様
に

当
事
業
の
意
義
を
最
大
に
お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

出
費
多
端
な
折
、
真
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



記 
事
業
名 

大
教
殿
大
屋
根
改
修
工
事 

一
、
奉

納

金

額 

一
口
、
三
千
円
を
六
回
（
全
納
一
万
八
千
円
）
。 

二
、
奉
納
金
期
間 

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
八
月
か
ら 

令
和
三
年
（
二
〇
二
二
年
）
ま
で
の
三
年
間
。 

三
、
特
別
奉
進
金
振
込
先
。 

郵
便
振
込 

口
座
記
号 
０
１
７
０
０
―
３ 

口
座
番
号 

(

右
詰
め
） 

１
９
９
５ 

加
入
者
名 

神
理
教
大
教
庁
財
務
局
。 

四
、
事
業
費 

 

総
額
壱
億
円
。 

五
、
内 

容 
 

大
教
殿
瓦
葺
き
替
え
・
梁
・
桁
改
修
な
ど
。 

六
、
工 

事 
 

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
秋
季
大
祭
終
了
後
か
ら
開
始
、
翌
年

春
季
大
祭
前
に
完
了
の
予
定
。 

 

皆
様
方
の
心
か
ら
の
御
厚
志
に
よ
り
、
右
記
の
通
り
完
遂
致
し
た
く
、
各
位
の 

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

以 

上  

平
成
三
十
一
年
四
月
吉
日 
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大
屋
根
改
修
建
設
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本

院

責

任

役
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